
お 知 ら せ

筑後大堰で洪水時（ゲート全開）の操作を行いました。
ちくごおおぜき こ う ず い じ ぜんかい

筑 後 大 堰 で は 、梅雨前線の影響により、筑後川の堰地点の河川流量が増加
したことから、洪水を安全に流下させるために、平成３０年６月２０日９時

５０分からゲートの全開操作を行いました。
なお、今回のゲート全開操作は昭和６０年４月の運用開始より１２５回目

（今年度は１回目）となります。

【雨量状況】速報値
瀬ノ下上流域累計雨量：１２７ ㎜
（６月１８日４時から２０日９時）

【河川状況】速報値
大堰直下流量：毎秒約１,600立方ﾒｰﾄﾙ
堰地点での水位：ＴＰ＋３.１５ｍ
（６月２０日１０時）

【操作状況】速報値
洪水時（ゲート全開）開始

平成３０年６月２０日９時５０分

全開操作中の筑後大堰
（上流から下流を望む）
平成30年6月20日11時撮影

筑後大堰の管理状況は、筑後大堰のホームページ・iモードでご覧になれます。

http://www.water.go.jp/chikugo/coozeki/ iモード http://ckgoozeki.jp

現在のゲート状況は、次の場所でご覧になれます。

iモード http://ckgoozeki.jp

最近の管理情報及び過去の全開状況は、次の場所でご覧になれます。

http://www.water.go.jp/chikugo/coozeki/

平成３０年６月２０日

独立行政法人 水資源機構筑後川局

発表記者クラブ
久留米市政記者クラブ
佐賀県政記者クラブ

問い合わせ先

○ 独立行政法人水資源機構 筑後川局 総務課長 中山
なかやま

住 所：福岡県久留米市東町４２－２１
電 話：０９４２（３４）７００１



参考資料 １

【平常時のゲートの状態】

平常時のゲート操作は、水道用水や農業用水が安定して取
水できるように、筑後大堰の上流水位を一定（T.P 3.15m）
に保つように、また、塩水の遡上を防止するため河川環境に
配慮しつつ、川の水量に合わせてゲートを操作しアンダーフ
ロー（ゲートの下から流す）を主体とした操作を行っていま
す。

筑後大堰を下流から見た模式図 筑後大堰を横から見た模式図

【洪水時のゲート全開の状態】

洪水時のゲート操作は、全てのゲートを水面より上げて、
洪水が安全に流れるように、ゲート全開操作を行いま
す。

筑後大堰を下流から見た模式図 筑後大堰を横から見た模式図
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参考資料 ２

【筑後大堰における管理開始以降後の年別ゲート全開操作回数】

【管理開始後最大】
運用開始以降最大の出水は、平成２４年７月九州北部豪雨による洪水であり、瀬ノ下地点で

毎秒約５，９００立方メートルの流量を観測しています。

【筑後大堰管理室の管理情報（ホームページ・iモード）】

ＱＲコード

筑後大堰のホームページ http://www.water.go.jp/chikugo/coozeki/

筑後大堰の管理情報 http://ckgoozeki.jp

（iモード）


